
　本協議会では、市民一人ひとりが、安心して暮らすことのできる福祉社会の実現を目

指し策定した「第２次射水市地域福祉活動計画」に基づき、「互いに助け合い支え合う

まち　射水」を基本理念に掲げ、誰もがその人らしくいきいきと安心して暮らせる地域

づくりを推進するため、「みんなが参加する」、「みんなで見守る」、「みんなでつな

がり支え合う」の３つの基本目標を設定し、地域福祉活動の推進を図ってきた。

　なかでも、地域福祉の担い手である地区社会福祉協議会の基盤強化を図るため地区社

会福祉協議会連絡協議会を開催し、地区社会福祉協議会の充実と強化を図ったほか、ボ

ランティア養成講座やボランティア交流会を実施し、ボランティア活動の担い手の確保

と活動の活性化を推進した。

　さらに、一人暮らし高齢者などの見守りを行うケアネット活動の推進や、「いのちの

バトン普及事業」の推進、地域が一体となった子育てしやすい環境を整備する「地域子

育て支援事業」の推進に努めた。

【重 点 事 業】

１　地区社会福祉協議会の活動支援の拡充

・地区社会福祉協議会の組織体制強化

・地区社会福祉協議会連絡協議会への支援拡充

２　ボランティア活動の推進

・ボランティアの発掘・養成講座の実施及びボランティア交流会の開催

・ボランティアセンターの運営と機能強化

・ボランティア推進校育成支援

３　子育て支援事業の推進

・地域子育て支援事業の拡充

・子育て応援事業の実施

・ファミリーサポートセンターの充実

４　住民意識調査事業の実施

５　介護予防・日常生活支援総合事業の推進

６　地域福祉シンポジウムの開催

平成２９年度　射水市社会福祉協議会事業報告



【事　業　報　告】
１　地域づくり（みんなが参加する）

　住民自らが、地域や地域住民への理解と関心を深め参加するため、地区社会福祉

協議会等の充実と人材の育成を図った。

(１)　ボランティア活動の推進

　ボランティアセンター登録状況

　地域の福祉に対する理解と認識を高めるために、地域福祉の啓発を図ると

ともに、ボランティア活動の育成強化を積極的に推進した。

ア　ボランティアセンターの運営と機能強化

①　広報啓発の普及促進

②　社会貢献活動の支援

③　ボランティアサポ－タ－の研修・育成

④　ボランティア情報の収集と提供

⑤　ボランティア保険の加入推進

　　加入者数　１，１５０人

イ　児童・生徒のボランティア活動普及

①　ボランティア推進校壁新聞の掲示

　期間　・平成２９年１１月１３日（月）～１１月２１日（火）小学校

　　　・平成２９年１１月２２日（水）～１１月３０日（木）中学校・高校

　　　・平成２９年１２月７日（木）～１２月２１日（木）小・中・高校

場所　・大阪屋ショップアプリオ店　正面入口エントランス

　　　・射水市役所本庁舎　１階エントランス

②　射水市ボランティア推進校連絡会の開催

日　　時　平成２９年７月２８日（金）

場　　所　大島社会福祉センター

対 象 者　射水市内ボランティア推進校ボランティア担当教諭、

　　　　　ボランティアサポーター

参加者数　３０名

協　　力　株式会社ダスキン高岡ヘルスレント射水ステーション

ウ　ボランティアの発掘・養成講座の実施

①　傾聴講座（場所：大島社会福祉センター）

　・第１回　平成２９年９月１５日（金）

　　講　師　富山国際大学　子ども育成学部　教授　村上　満　氏

　・第２回　平成２９年９月２２日（金）

　　講　師　富山国際大学　子ども育成学部　教授　村上　満　氏

H28

個人

10人

15人

138団体（4,898人）

137団体（4,945人）

団体区分

H29



　・参加者数　延べ３４人

②　音楽レクリエーションボランティア養成講座の開催

　　　　　　　　　　　　　　　　（場所：大島社会福祉センター）

　・第１回　平成２９年１１月１７日（金）

　  講　師　日本レクリエーション協会公認指導インストラクター　

　　　　　　　本江　春枝　氏

　・第２回　平成２９年１１月２４日（金）

　　講　師　日本音楽療法学会認定音楽療法士　増田　羊子　氏

　・第３回　平成２９年１２月１日（金）

　　講　師　日本レクリエーション協会公認指導インストラクター

　　　　　本江　春枝　氏

・参加者数　延べ１２１名

③　災害救援ボランティア養成講座の開催

　　日　　時　平成２９年９月１６日（土）

　　場　　所　大島社会福祉センター

　　講　　師　日本赤十字社　富山県支部　藤城　優子　氏

　　参加者数　４８名

エ　ボランティア交流会の開催

　　日　　時　平成２９年１１月２７日（月）　

　　会　　場　小杉社会福祉会館

　　講　　師　富山県社会福祉協議会　地域福祉・ボランティア振興課

　　　　　　　課長　池田　浩一郎　氏

　　参加者数　４７名

オ　地区別ボランティア相談件数

(２)　地区社会福祉協議会の活動支援

    　地域に根ざした福祉活動を展開している地区社会福祉協議会の活動が充実・

    発展するよう支援を行った。

ア　地区社会福祉協議会活動支援

①　地区社会福祉協議会活動費の助成

②　地区社会福祉協議会基盤強化費の助成

③　地区社会福祉協議会連絡協議会活動の支援

④　地区社会福祉協議会巡回訪問の実施（13地区社協）

⑤　地域福祉講座の開催

日    時　平成３０年３月７日（水）

場    所　高周波文化ホール　小ホール

講　　師　とやま終活連絡協議会　代表　川口　宗治　氏

講　　演　いつからはじめる？終活はじめの一歩

参加者数 １９１人

H28 103

計

H29 94 50 289

大島

145

下

93 66

区分 新湊

262

小杉 大門



イ　ケアネット活動の推進

①　地区社会福祉協議会での相談、支援、活動実施状況の確認

②　ケアネット担当者会議の実施

     H29

     H28

(３)　当事者の社会参加促進

　高齢者や障がい者等の積極的な社会参加に繋がる事業の充実や支援を行った。

ア　高齢者交流サロン事業の拡充

小杉中央ふれあいサロン レクリエ－ション、趣味講座

室内ゲーム、ペタンク、小物づくり、折り紙

（H28　7,236人）

大島憩いのサロン 絵手紙教室、小物づくり教室、煎茶体験

レクリエーション、踊り、音楽療法等

（H28  2,890人）

小杉南部ふれあいサロン 折り紙教室、小物づくり教室、お抹茶体験

レクリエーション、踊り、音楽療法等

（H28　1,935人）

イ　地域ふれあいサロン事業への支援

　・補助金交付団体　１８８団体

　地域ふれあいサロン世話人研修会の実施

日　時　 平成３０年３月２０日（火）

場　所　 高周波文化ホール　小ホール

内　容　 地域で支えあおう認知症～上手なつきあい方～

講　師　 富山福祉短期大学介護福祉専攻　助教　宮城　和美　氏

対　象 地域ふれあいサロン世話人、地域ふれあいサロン新規設置希望者

参加グループ　 １４２グループ

190

名　　称

区分 新　湊 小　杉 大 門 下

利用者延べ1,445人

188H29 69 71 27 5

活　動　内　容

大　島 計

16

16

380人 239人 63,646回

421人 264人

H28 68 71 30 5

区分 

65,505回

チーム員数 対象者数 活動回数

利用者延べ5,844人

利用者延べ2,632人



ウ　移送サービス事業の実施

①　移送サ－ビス事業（利用目的…通院、入退院等）

②　福祉バス運行事業の受託運営　

利用回数 　 　　 ２２８回  (H28　  228回） 

利用者数 　　４，４９１人 （H28　4,453人）

エ　点訳・音訳・手話奉仕員養成講座等の実施

①　点訳・音訳・手話の奉仕員養成講座（養成人数）

②　知的障がい者等が自分に自信を持ち、仲間と話し合い自分たちの権利や

自立のため、施設の活動を支援

③　身体・知的・精神障がい者の体力の増進及び、交流を深めるためふれあい

レクリエーション交流会を開催

日　時　平成２９年１０月１４日（土）　

場　所　小杉社会福祉会館　大集会室

参加者　１１４人

オ　手話奉仕員派遣事業の実施

　　病院、自治会の会合、免許証の更新等

　　派遣実績　２２回（H28年度 53回）

　　派遣者数　２２人（H28年度 60人）

２　支援体制（みんなで見守る）

　だれもがその人らしく、いきいきと安心して暮らせるよう既存のサービスの

充実を図った。

(１)相談体制の充実

　　　住民の日常生活から生じる心配ごと、悩みごとや高齢者の介護に関する相談

　  体制の充実･強化を図った。

ア　生活困窮者自立相談支援事業の実施

　　生活が困窮している方の相談に応じ、一人ひとりの状況に合わせた自立に向け

  ての支援プランを相談者と一緒に作成し、必要な支援の提供につなげた。

  　新規相談受付件数　６２件（H28年度32件）

イ　心配ごと相談事業の実施（相談件数）

841 1,363

1,321

計

108

113

大　島新　湊

231

299

大 門

H29 8 7

区分（相談所別） 新湊

3,362

小　杉 下

H28 2,206

利用者 H29 838

409

375

区　分

（人） H28

利用回数

H28 14 9

H29 2,143 988

1,100（回）

大島 小杉

区分

H29

H28

点訳 音訳 手話 計

6 37 24 67

19 39 36 94

計

28

35

13

12

3,605



ウ　生活福祉資金貸付事業の実施（新規相談件数）

①　生活福祉資金

・新規貸付決定件数　２１件　（H28年度　２１件）

②　臨時特例つなぎ資金

・新規貸付決定件数　１件　（H28年度　０件）

エ　在宅介護支援事業･居宅介護支援事業の実施

①　「在宅介護支援センター」事業の充実・強化

②　介護予防支援事業

・運動機能向上コース　　 10回　　参加者延べ　 129人

③　居宅介護支援事業の実施

　居宅サ－ビス計画の作成、サ－ビス実施状況の把握と継続的な評価、

介護保険施設の紹介

オ　第２層生活支援コーディネーターの配置

　　大島地区において第２層生活支援コーディネーターを１名配置し、生活支援

　等サービスの提供体制の整備に向けた取り組みを推進した。

(２)　要介護者等や子育て家庭等への生活支援

　 要支援・要介護者等の日常生活を営むために援助を必要とする方や子育て家庭

 等への生活支援体制の充実を図った。

区　分

利用者 H29

利用者 大島
H29

本所 新湊支所

H29 12

小杉支所

10

計

39

115 88

H28 98 83

区　　分
サービスの提
供と各種相談

163

介護技術向上
の啓発

ひとり暮らし

高齢者把握

(75歳以上)

143

(延人数) H28

17 46

17

H28 10 19

区分（拠点別）

大島在宅介護

支援センター

1,254

1,230



ア　ホームヘルプ事業、愛の宅急便事業の実施

①　訪問介護事業、予防訪問事業の実施

・ホームヘルパ－の派遣延べ人数等

②　障がい者総合支援法にかかる指定障害福祉サ－ビス(居宅介護)事業の実

施（同行援護を含む）

・ホ－ムへルパ－派遣事業の実施

利用者　　…　延べ    ９１人 （H28　  77人）

訪問回数　…　延べ　３３９回　（H28 　325回）

③　「愛の宅急便」事業（新湊地区：登録ヘルパ－15名で対応）

支援内容　　院内介助、入院時の世話、家事援助等

利用者　　　延べ　１４４人 （H28　166人）

支援回数　　延べ  ３０２回 （H28　403回）

イ　福祉用具貸出事業の実施

 各種福祉用具の展示・普及と利用者及びその家族への相談助言

利用件数

車イス

疑似体験セット

ウ　配食サービス事業の実施

エ　ファミリーサポートセンター事業の実施

①　会員数 （人）

利 用 者 H29 459 179

(人) H28 498 190

区　分 訪問介護事業 予防訪問事業

利用時間 H29 3,791 893

(時間) H28 4,896 1,115

訪問回数 H29 4,275 1,070

（回） H28 5,315 1,167

99 3030 129 154

区　分 新湊支所 小杉支所本所 H28

普通
食

やわ
らか
食

普通
食

やわ
らか
食

普通
食

やわ
らか
食

8

新湊 小 杉 大 門

（木曜日）

0 010 10

（金曜日） （金曜日）

大 島

（金曜日）

普通
食

やわ
らか
食

（人） H28 99 5 79 3 32 1

38 4対象者 H29 81 4 70 1

（回） H28 45 48 48 45

実施回数 H29 45 43 42

（食） H28 3,649 249 3,285 134 1,383 31

1,359 103配食数 H29 3,188 227 2,807 74

協力会員 両方会員 依頼会員 計

H29 145 21 400 566

H28 151 21 372 544

511

13

9

43 218

48 234

45

26 0 14 0 250

22322 4

普通
食

やわ
らか
食

1,197 0 517 15 10,031 429

区　分

区分

12 0

8,576749 107 473 0

普通
食

下

（木曜日）
計

やわ
らか
食

計



②　地区別活動件数 （件）

③　会員研修会の開催

・第１回会員研修会＆交流会

 日時　平成２９年７月１６日（日）

 場所　射水市中央図書館　会議室

 内容　　～親子で楽しむ～　おはなし会＆読み聞かせ講座

 講師　聞かせ屋　けいたろう　氏 参加者　約1００名

・第２回会員研修会 

 日時　平成２９年９月２８日（木）　

 場所　大島社会福祉センター　大ホール

 内容　～孫育てにも役立つ～　ふれあい遊び＆レクリエーション

 講師　ハートビートライフ・オカ　代表　大家三穂氏

参加者　約５０名

・ドライビング講習

 日時　平成２９年６月３０日（金）　

 場所　富山県第一自動車学校

 内容　運転適性検査（画面を見ながらハンドルやブレーキを操作し、

　　　 運転行動能力や弱点を検出）、路上コースで実践 参加者２名

④　サブリーダー会議の開催（4回実施、活動報告・情報の交換と実践等）

(３)　災害時・緊急搬送時の支援体制充実

　　  災害時における要支援者の把握や緊急搬送時の救命率等向上を図るための支援

  　体制の充実を図った。

　　  地域支え合い事業（災害時要援護者支援事業・いのちのバトン普及事業）の実施

 実施地区（全地区）

平成29年度　配置数　2,297件

（平成28年度 配置数 2,338件）

（４）災害救援ボランティアセンター設置訓練の実施

 日　時　平成２９年８月２０日（日）

 場　所　大江コミュニティセンター

 内　容　災害救援ボランティアセンター設置訓練、災害救援ボランティアセン

　　　 ターの役割についての説明

 参加者　社協職員、大江地区住民

H29 3 801 9 105 918

569 9 138H28 41

新湊 小杉 大門 計大島

757

区分



３　連携強化（みんなでつながり支え合う）

　市民の暮らしに関わる課題を地域組織、関係機関・団体と情報を共有し、地域

住民のために連携を図った。

(１)　地域の支え合い活動の担い手の育成・確保

　　　福祉づくりの担い手となる人材の育成･確保を通じて、地域の中での住民同

　　士の支え合い活動が自然な形で展開される環境づくりを図った。

ア　民生委員・児童委員活動への支援

　　民生委員・児童委員活動の推進と活動の強化を図るため、福祉サービス等

　に関する情報の提供を行い相互の連携を図った。

イ　各種福祉団体の活動支援及び連絡調整

　　地域福祉の推進を図るため、各種福祉団体の活動に対して協力を行うと

　ともに団体の育成と強化を図った。

ウ　各種福祉団体との連携

エ　共同募金委員会事業への協力

オ　射水市社会福祉法人連絡会の開催

　　市内の社会福祉法人が一堂に会し、福祉課題の共有や解決方法等について検討

　を進める連絡会を開催した。

　実施日　平成２９年８月２２日（火）、平成３０年２月１５日（木）

　場　所　大島社会福祉センター

カ　介護予防・日常生活支援総合事業及び生活支援体制整備事業の推進

　　　　 地域における支え合い体制の整備を促進するため、地域の現状や課題を把握す

　　　るための地域課題会議に参加し、地域における生活支援組織の整備に向けた支援

　　　を行った。

キ　地域福祉シンポジウムの開催（社会福祉大会と同時開催）

　　地域包括ケアシステムにかかわりのある４人のシンポジストにより、寄り添う

　まちづくりの実現に向けた取り組みに関する事例発表を行い、参加者一人ひとり

　　 　の、寄り添うまちづくりの推進に関する機運の醸成に努めた。

(２)　地域子育て支援事業の推進

　　　小地域での子育て支援活動への取り組みを支援し、子育てしやすい環境の

　　整備・充実を図った。

ア　地域子育て支援活動助成事業　　　

　　実施地区　１２地区 （新湊・庄西・堀岡・七美・本江・三ケ・戸破・

　　　　　　　　　　　　 金山・大江・池多・太閤山・櫛田 ）

イ　地域子育て支援者交流会

　　日時　平成２９年６月５日（月）

　　場所　ふれあいの里西髙木

　　内容　グループの活動紹介、ピザの調理体験、市内ボランティアグループ紹介

　　参加者数　19人



ウ　地域子育て支援者研修会（場所：大島社会福祉センター）

　　第１回　

　　　日時　平成２９年７月７日（金）

　　　講義　自分らしく表現してみよう～おえかきで、自由な発想を広げよう～

　　　講師　おえかきじゅく　主宰　張田　真理子　氏　参加者数　40人

　　第２回　

　　　日時　平成２９年１０月２５日（水）

　　　講義　自分も子供もほめて認めてハッピーライフ

　　　講師　事務所経田　代表　経田　博子　氏　参加者数　37人

(３)　日常生活自立支援事業等の充実

　　　判断能力が不十分な方でも地域で自立した生活が送れるよう、支援体制の充実

　　を図った。

ア　日常生活自立支援事業の体制強化

  　契約締結サ－ビス利用者数（金銭管理・財産管理）

平成30年3月末現在　17人（うち生活保護世帯0人、非課税世帯13人）

※平成29年度中新規契約者数　2人、解約者数　6人

≪サービス利用者対象区分≫

認知症高齢者等　7人、知的障害者等　7人、精神障害者等　2人、

その他　1人

≪サービス利用者居住地域区分≫

新湊地域　7人、小杉地域　4人、大門地域　4人、大島地域　2人

イ　市民後見人養成講座「基礎研修」の開催

　成年後見制度に関する基礎的な理念や知識などを習得するため、２年で修了

する市民後見人養成講座の1年目である「基礎研修」を開催した。

開催日 平成２９年１１月２１日（火）、１１月２２日（水）、

１１月２９日（水）、１１月３０日（木）、１２月６日（水）、

１２月７日（木） 計６日間

参加人数 １４人

(４)　社会福祉協議会の基盤強化

　射水市の地域福祉を推進する中核団体として、誰もが安心して幸せに暮らす

ことのできる地域づくりを推進していくため、組織基盤の強化を図った。

ア　組織体制

・理事、評議員の研修実施及び情報提供の充実

・事務局職員育成のための研修会参加及び情報共有化

イ　財政運営

・介護保険事業の収支改善

・会費や市補助金等の安定的な確保

・事務の効率化



ウ　広報・ホームページによる市民への情報提供

①　広報誌「福祉いみず」

年４回発行（５、８、１１、２月）

見やすい紙面となるよう全ページフルカラーとし、紙面の充実を図り、

全戸及び関係方面に配布した。

②　ホームペ－ジ

社協の概要・事業詳細を掲載したホームページを運営し、随時更新しな

がら適切な情報提供に努めた。

③　第１２回射水市社会福祉大会

日　時　平成２９年１０月４日（水）

場　所　アイザック小杉文化ホール

出席者数　　約５５０人

会長表彰　　（個人）３６人　（団体）２団体

会長感謝状 　(個人) ６人　（団体）２団体

エ　実習生の受け入れ

社会福祉士養成課程における相談援助実習の受け入れを実施

・実習生　１人（富山国際大学子ども育成学部）

・期　間　平成３０年１月２２日～３月１２日（２６日間）

 (５)　大島社会福祉センター、新湊交流会館、小杉社会福祉会館の管理・運営

利用状況

※新湊交流会館、小杉社会福祉会館は、指定管理者制度による管理・運営

１日平均利用
者数（人）

H29 79 30

H28 76 28

（日） H28 307 298

開館日数 H29 306 297 359

82

（人） H28 23,375 8,456

29,329

34,003

区 分
大島社会福祉
センター

新湊交流会館

利用者 H29 24,187 8,918

小杉社会福祉
会館

353

96


